
1 
 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・ケ
ア
学
会 

会
報 

 
 
 
 

第
二
号  

 

平
成
二
十
三
年
十
一
月 

 

◆
「訪
問
看
護
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

お
か
や
ま
」
の 

ご
紹
介 

 岡
山
県
医
師
会
理
事 
木
村 

丹 

 

昨
年
五
月
、
県
医
師
会
、
看
護
協
会
、
保
健
福
祉
部
の

担
当
者
が
集
ま
る
会
議
で
訪
問
看
護
の
利
用
が
低
調
だ

と
言
う
話
題
が
出
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
訪
問
看
護
を

活
性
化
す
る
た
め
の
三
者
会
議
を
数
回
開
催
。こ
の
過
程

で
厚
生
労
働
省
が
予
算
化
し
た
「
訪
問
看
護
支
援
事
業
」

の
存
在
を
知
り
、
十
分
な
検
討
を
重
ね
こ
の
事
業
を
今
年

四
月
に
県
医
師
会
が
受
託
し
ま
し
た
。 

近
年
医
学
・
医
療
が
発
達
し
、
二
～
三
十
年
前
に
は
助

か
ら
な
か
っ
た
人
が
治
癒
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た

め
ど
の
よ
う
な
状
態
で
も
救
命
を
期
待
し
病
院
に
搬
送

さ
れ
る
人
が
増
え
ま
し
た
。こ
の
十
年
間
亡
く
な
る
人
々

の
八
割
が
病
院
で
最
期
を
迎
え
て
お
り
、こ
の
意
識
は
簡

単
に
は
変
わ
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
六
五
歳
以
上
の

方
々
は
現
在
二
五
％
、
十
～
十
五
年
後
に
は
三
三
％
に
増

え
、
昨
年
の
死
亡
者
数
百
十
九
万
人
は
百
六
十
万
人
に
増

加
す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
急
増
す
る
高
齢
者

の
う
ち
、
褥
瘡
、
人
工
肛
門
、
膀
胱
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
設

置
、
気
管
切
開
、
在
宅
酸
素
療
法
、
認
知
症
、
イ
ン
ス
リ

ン
注
射
、
腹
膜
透
析
、
中
心
静
脈
栄
養
な
ど
適
切
な
処
置

や
指
導
が
必
要
な
人
た
ち
が
訪
問
看
護
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
質
の
高
い
在
宅
療
養
の
環
境
が
確
保
さ
れ
る
と
可

能
な
限
り
在
宅
で
過
ご
し
、看
取
り
に
至
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
、
訪
問
看
護
が
普
及
し
て

い
る
都
道
府
県
で
は
自
宅
死
亡
が
多
い
と
い
う
結
果
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

九
月
一
日
に
「
訪
問
看
護
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
お
か
や
ま

（
電
話
相
談
窓
口
）
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
個
別
に
行
っ
て
い
た
相
談

対
応
を
一
か
所
に
集
中
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
て
お
り
、
訪
問
看
護

の
対
象
者
、
利
用
方
法
、
料
金
、
何
を
し
て
く
れ
る
の
か
、

な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

Ｈ
Ｐ
は
「
訪
問
看
護
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
お
か
や
ま
」
で
検
索
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
談
員 

看
護
師 

徳
永 

千
栄
子 

 

九
月
一
日
に
「
訪
問
看
護
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
お
か
や

ま
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
開
設
し
て
二
ケ
月
、
十
月
三
十

一
日
現
在
で
三
十
四
件
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

相
談
元
は
、
県
民
の
方
か
ら
九
件
、M

S
W

・
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
十
六
件
、
残
り
九
件
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
包
括
・
居
宅
支
援
事
業
所
か
ら
で
し
た
。
内
容

は
、
心
配
や
不
安
を
聞
く
だ
け
の
も
の
か
ら
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
に
関
す
る
こ
と
、
書
類
の
取
り
扱

い
・
算
定
方
法
な
ど
、
も
ち
ろ
ん
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
紹
介
依
頼
も
あ
り
ま
す
。
十
六
件
の
紹
介
依
頼
か
ら

実
際
に
新
規
利
用
者
に
繋
が
っ
た
の
は
、
七
件
で
す
。
最

初
は
、
条
件
の
合
っ
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
リ
ス

ト
で
紹
介
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

で
直
接
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
交
渉
し
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
架
け
橋

に
な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
電
話
相
談
で
は
顔

が
見
え
ま
せ
ん
。
誠
意
が
伝
わ
る
対
応
に
心
が
け
る
こ
と

が
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
築
き
、
信
頼
の
架
け
橋
と

な
り
、
こ
の
架
け
橋
を
繋
い
で
い
く
こ
と
が
、
訪
問
看
護

の
活
性
化
に
結
び
つ
い
て
い
く
と
考
え
ま
す
。 

し
か
し
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
情
と
し
て

「
利
用
者
の
紹
介
は
あ
り
が
た
い
が
、
人
員
不
足
、
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
な
ん
で
す
。
」
と
い
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
の
意
味
で
の
訪
問
看
護
の
活
性

化
に
は
、
ま
だ
ま
だ
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

在
宅
療
養
に
は
、
介
護
と
医
療
の
連
携
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
が
、
住
み
慣
れ
た
環
境
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で
、
そ
の
人
ら
し
く
生
活
し
て
い
く
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

関
係
機
関
の
連
携
が
密
に
な
り
「
訪
問
看
護
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
お
か
や
ま
」
が
連
携
の
架
け
橋
と
な
っ
て
、
在
宅
療

養
を
支
え
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
役

立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◆
研
修
会
等
報
告 

『平
成
二
十
三
年
度 
岡
山
県
医
師
会 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
部
会
研
修
会
』 

日
時 

 

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
三
日
（
金
・
祝
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
十
時
～
十
二
時 

場
所 

 

岡
山
衛
生
会
館 

五
階 

中
ホ
ー
ル 

 

「
医
療
・
介
護
職
の
た
め
の
感
染
症
の
知
識
」 

岡
山
県
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課  

課
長 

則 

安 

俊 

昭 

 

 

病
原
体
の
侵
入
は
、
経
口
（
食
中
毒
・
糞
口
感
染
）、

経
気
道
（
飛
沫
感
染
、
空
気
感
染
）
、
粘
膜
、
創
傷
部
（
血

液
感
染
）
か
ら
起
こ
り
、こ
こ
に
病
原
体
が
至
る
過
程
で
、

接
触
が
問
題
に
な
れ
ば
接
触
感
染
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
標
準
予
防
策
（
「
湿
性
生
体
物

質
（
血
液
、
汗
以
外
の
体
液
、
分
泌
排
泄
物
）
、
粘
膜
、

損
傷
の
あ
る
皮
膚
は
、
何
ら
か
の
病
原
体
が
存
在
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
行
う
予
防
策
」
）
を
す
べ
て

の
患
者
に
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

正
し
い
手
洗
い
、
清
潔
・
不
潔
の
概
念
を
踏
ま
え
た
手
袋

や
ガ
ウ
ン
の
使
用
、リ
キ
ャ
ッ
プ
禁
止
な
ど
の
針
刺
し
防

止
対
策
、
ド
ア
ノ
ブ
や
手
す
り
な
ど
高
頻
度
接
触
部
位
の

消
毒
、
消
毒
薬
の
抗
微
生
物
ス
ペ
ク
ト
ル
と
適
用
対
象
な

ど
の
理
解
等
が
基
本
と
な
る
。
ま
た
、
施
設
内
で
の
感
染

拡
大
の
防
止
に
は
、
発
熱
・
嘔
吐
・
下
痢
・
咳
の
増
加
の

早
期
の
探
知
と
対
応
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
二
週
間
以
上

咳
が
続
く
患
者
は
、
結
核
の
可
能
性
を
念
頭
に
置
い
て
、

的
確
に
医
療
に
つ
な
ぐ
必
要
が
あ
る
。 

 

行
政
上
は
、
感
染
症
法
に
基
づ
く
一
類
～
五
類
感
染
症

へ
の
対
策
が
基
本
と
な
る
。一
類
～
四
類
感
染
症
を
診
断

し
た
医
師
に
直
ち
に
保
健
所
へ
の
届
出
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
五
類
感
染
症
の
一
部
に
つ
い
て
も
、
一
週
間

以
内
の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
麻
し

ん
は
五
類
感
染
症
で
あ
っ
て
も
二
十
四
時
間
以
内
の
届

出
と
、
併
せ
て
、
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
で
確
認
検
査
を
行

う
た
め
の
尿
・
咽
頭
ぬ
ぐ
い
液
・
血
液
の
う
ち
の
い
ず
れ

か
の
採
取
も
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
福
祉
施
設

等
に
お
い
て
感
染
症
の
発
生
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
早
急

に
適
切
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

保
健
所
へ
の
報
告
を
お
願
い
し
て
い
る
。 

 

県
内
の
感
染
症
発
生
状
況
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
運

営
し
て
い
る
岡
山
県
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
お
知

ら
せ
し
て
い
る
。 

 

結
核
は
、
過
去
の
病
気
で
は
な
く
、
岡
山
県
内
で
も
年

間
約
三
０
０
人
の
患
者
が
、特
に
高
齢
者
を
中
心
に
発
生

し
て
い
る
。
二
週
間
以
上
続
く
咳
・
痰
は
結
核
を
疑
う
必

要
が
あ
る
。
結
核
は
二
類
感
染
症
で
あ
り
、
保
健
所
は
、 

 

こ
の
蔓
延
防
止
の
た
め
に
、接
触
者
に
対
し
て
約
二
年
間

に
わ
た
っ
て
健
康
管
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
結
核
の
拡

大
防
止
の
た
め
に
は
、
疑
わ
れ
る
症
状
が
出
た
ら
早
く
受

診
す
る
こ
と
、
そ
し
て
早
く
診
断
し
感
染
拡
大
防
止
策
を

と
る
必
要
が
あ
る
。
岡
山
県
全
体
で
、
診
断
の
遅
れ
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
関
係
者
に
は
、
結
核
へ
の
注
意

を
是
非
と
も
お
願
い
し
た
い
。 

 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
やH

IV

は
、
感
染
経
路
が
血
液
感
染
、

性
行
為
感
染
、
母
子
感
染
に
限
ら
れ
て
お
り
、
日
常
生
活

で
感
染
す
る
可
能
性
は
な
い
の
で
、こ
れ
を
理
由
と
す
る

入
所
拒
否
な
ど
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 
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◆
会
員
の
声 

 
◎
「
医
療
・
介
護
職
の
た
め
の
感
染
症
の
知
識
」 

の
研
修
会
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

中
島
内
科
小
児
科
医
院 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

看
護
師 

 

山
室 

佳
子 

  

私
た
ち
開
業
医
に
は
、
毎
日
様
々
な
感
染
症
が
疑
わ
れ

る
幅
広
い
年
代
の
多
く
の
患
者
さ
ん
が
受
診
さ
れ
ま
す
。 

 

季
節
や
地
域
の
流
行
状
況
を
把
握
考
慮
し
て
、
可
能
な

限
り
の
部
屋
別
隔
離
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
検
診
や
ワ

ク
チ
ン
接
種
目
的
で
来
院
さ
れ
る
方
々
と
は
、な
る
べ
く

接
触
を
回
避
で
き
る
よ
う
時
差
を
設
定
し
院
内
感
染
予

防
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。 

 

又
、
患
者
さ
ん
と
の
接
触
や
汚
物
の
処
理
を
行
う
こ
と

が
多
い
私
た
ち
に
と
っ
て
、
今
回
の
研
修
で
の
「
現
場
で

適
切
な
対
応
す
る
た
め
の
当
た
り
前
に
知
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
」
を
再
認
識
で
き
、
大
変
有
意
義

な
機
会
を
得
ま
し
た
。 

 

繁
忙
な
日
常
業
務
を
適
切
に
こ
な
し
、頻
繁
に
新
し
く

導
入
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
を
的
確
に
覚
え
な
が
ら
、
新
し
い

知
識
の
勉
強
・
習
得
、
感
染
予
防
へ
の
配
慮
に
邁
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

◆
関
連
団
体
の
ご
紹
介 

 

◎ 

岡
山
県
薬
剤
師
会
の
紹
介 

岡
山
県
薬
剤
師
会
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
よ
り
一
般

社
団
法
人
に
な
り
ま
し
た
。十
月
三
十
一
日
現
在
で
会
員

数
は
一
八
九
九
名
で
、
薬
局
管
理
薬
剤
師
七
六
六
名
、
薬

局
勤
務
薬
剤
師
七
三
二
名
、病
院
勤
務
薬
剤
師
一
○
五
名
、

他
に
大
学
教
員
、
卸
、
行
政
関
係
者
も
登
録
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
薬
剤
師
の
任
務
と
し
て
、
薬
剤
師
法
に
は
「
調

剤
、
医
薬
品
の
供
給
そ
の
他
薬
事
衛
生
を
つ
か
さ
ど
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
寄
与
し
、

も
つ
て
国
民
の
健
康
な
生
活
を
確
保
す
る
も
の
と
す

る
。
」
と
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

薬
局
・
薬
店
に
お
い
て
の
衛
生
材
料
や
一
般
医
薬
品
な

ど
の
販
売
も
、
適
正
に
供
給
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に

必
要
と
あ
れ
ば
、
受
診
勧
奨
を
行
う
事
も
薬
剤
師
の
仕
事

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
為
の
研
修
会
も
医
師
を
始
め
と

し
て
多
職
種
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

医
薬
分
業
が
進
ん
で
い
る
現
状
で
は
、
医
師
・
歯
科
医

師
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
安
心
し
て
安
全
な
お
薬

を
患
者
さ
ん
に
渡
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
様
日
々
努

力
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に
疑
義
が
あ
る
場
合
に
は
、

主
治
医
に
照
会
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
日
の
よ
う
な
超
高
齢
社
会
で
は
、
在
宅
医
療
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
薬
剤
師
が
在
宅
医
療
に
参
加
す
る
事

で
在
宅
療
養
の
質
と
安
全
確
保
が
で
き
ま
す
。
ま
だ
、
薬

剤
師
は
単
に
薬
を
届
け
て
く
れ
る
人
と
認
識
さ
れ
る
方 

が
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
薬
剤
師
が
退
院
時
共
同

指
導
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
退
院
か
ら
在
宅
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
流
れ
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
在
宅
で
の
生
活
を

可
能
に
す
る
為
に
、
医
薬
品
・
衛
生
用
品
等
の
供
給
は
も

と
よ
り
医
薬
品
の
適
性
使
用
・
安
全
管
理
が
可
能
で
あ
り
、

他
職
種
と
情
報
共
有
す
る
事
か
ら
患
者
のQ

OL

・ADL

を

阻
害
す
る
問
題
の
解
決
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

社
会
的
入
院
を
減
ら
す
事
も
チ
ー
ム
の
効
果
と
し
て
現

れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。 

 

患
者
さ
ん
に
残
さ
れ
た
能
力(

機
能)

や
介
護
支
援
力

に
応
じ
て
薬
学
的
な
関
与
も
で
き
ま
す
。
投
与
経
路
、
剤

形
、
用
法
に
つ
い
て
、
個
々
の
患
者
さ
ん
のAD

L

に
応
じ

た
調
剤
上
の
工
夫
が
で
き
ま
す
。
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
（
服

薬
遵
守
）
確
保
の
為
の
計
画
と
管
理
が
で
き
、
手
持
ち
の

薬
の
リ
ス
ク
管
理
や
経
済
的
に
も
無
駄
の
防
止
に
な
り

ま
す
。A

D
L

変
化
、
副
作
用
の
チ
ェ
ッ
ク
、
未
然
予
防
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
早
期
の
対
応
等
他
の
職
種
と
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
も
患
者
さ
ん
の
た
め
に
な
り
ま
す
。
将
来
的

に
ク
リ
ン
ベ
ン
チ
（
無
菌
操
作
装
置
）
の
使
用
か
らHP

N

（
在
宅
静
脈
栄
養
法
）
も
可
能
に
な
り
、
在
宅
療
養
の
患

者
さ
ん
も
増
や
せ
る
可
能
性
も
で
て
き
ま
す
。 

 

私
た
ち
薬
剤
師
会
は
、
国
民
の
為
に
役
立
つ
薬
剤
師
が

増
え
る
よ
う
働
き
か
け
を
し
て
お
り
ま
す
。 
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◆
連
携
シ
ー
ト
「む
す
び
の
和
」 

普
及
・推
進
事
業 

大
橋
謙
策 

先
生 

講
演
会 

「I
C
F

（
国
際
生
活
機
能
分
類
）
に
基
づ
く 

地
域
医
療
福
祉
連
携
」 

 

日
時
：
平
成
二
十
三
年
十
二
月
五
日
（
月
） 

 
 
 
 

 
 
 
 

午
後
七
時
～
九
時 

 

場
所
：
岡
山
衛
生
会
館 

五
階 
中
ホ
ー
ル 

 

 

大
橋
先
生
は
、
住
民
主
体
の
地
域
医
療
福 

祉
実
践
を
通
じ
た
地
域
福
祉
計
画
の
策
定 

方
法
の
確
立
、
社
会
福
祉
士
養
成
の
カ
リ 

キ
ュ
ラ
ム
改
正
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ソ
ー 

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
提
案
な
ど
幅
広
い
研
究
、 

実
践
活
動
を
さ
れ
て
き
た
日
本
の
社
会
福 

祉
界
の
一
人
者
で
す
。 

 

      

  

◆
研
修
会
等
の
予
定 

第
十
九
回
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

 
 

総
会
並
び
に
学
術
大
会 

日
時
：
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
日
（
火
・
祝
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
五
時 

場
所
：
岡
山
衛
生
会
館 

五
階 

 

中
ホ
ー
ル
、
第
一
・
二
会
議
室 

 

 

※ 

後
日
演
題
を
募
集
致
し
ま
す
の
で
多
数
ご
応
募

下
さ
い
。 

 

★
学
会
活
動
報
告
★ 

連
携
シ
ー
ト
「
む
す
び
の
和
」
に
つ
い
て 

当
学
会 

宮
原
先
生 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日
（
金
）
岡
山
衛
生
会

館
で
開
催
さ
れ
た
、
岡
山
市
医
師
会
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
研
究
会
に
お
い
て
発
表
し
ま
し
た
。 

 ★
医
療
福
祉
塾
★ 

*
 

総
論 

医
療
と
タ
ッ
グ
を
組
む 

「
医
療
福
祉
塾
開
催
に
つ
い
て
」 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

福
岡
英
明 

 
*
 

高
齢
者
に
よ
く
見
ら
れ
る
症
状
と
病
気 

 
 
 

～
知
る
と
ケ
ア
が
見
え
て
く
る
～ 

 
 

シ
リ
ー
ズ
一
「
よ
く
見
ら
れ
る
症
状
と
対
応
」 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

副
会
長 

宮
原
伸
二 

編
集
後
記 

 

創
刊
号
発
行
か
ら
四
カ
月
。
第
二
号
を
年
内
に
会
員 

の
皆
様
に
お
届
け
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
回
は
「
訪
問
看
護
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
お
か
や
ま
」

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
医
療
連
携
の
中
核
を
担

う
訪
問
看
護
の
業
務
内
容
の
周
知
や
利
用
率
向
上
は

在
宅
療
養
の
質
の
向
上
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
担
当

が
県
内
全
域
の
情
報
収
集
中
の
よ
う
な
の
で
、
お
気
軽

に
お
電
話
し
て
み
て
下
さ
い
ね
。 

 

で
は
皆
様
、
少
し
早
い
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
い
お
年

を
お
迎
え
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 

編
集
委
員 

 

丸
田 

 

康
代 

菅
﨑 

 

仁
美 

河
原 

喜
美
恵 

  

 

 

 
 

 
 

 
 
 

編
集
・発
行 

 
 
 

 
 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

事
務
局 
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